
 

  

 

 
                 

 

         

          

国語・算数・数学・理科・児童生徒質問紙からみた傾向 
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小学校 国語                   令和７年度全国学力・学習状況調査 

・各領域「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の中では、特に「読むこと」の正答率が全国より下回っています。 

・問題形式では、特に短答式、記述式の正答率が全国より下回っています。 

・１1 問目以降の正答した児童数の割合が県、全国と比べて低いです。 

・10 問目までの正答した児童数の割合児童数の割合が県、全国と比べて高いです。 

神奈川県平均正答数 9.3 問 
  全国平均正答数 9.4 問 

 

座間市平均正答数 8.9問 

正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 
 

分類・区分別平均正答率 
 

・１４問目の問題は、県・全国と比べて特に無回答率が高くなっています。質問紙調査「解答時間は十分だったか」で「足りな

い」と回答した児童が多いことを合わせて考えると、最後まで問題を解き切れていない児童が多いことが推測されます。 

無回答率グラフ 
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設問二（２） 

趣旨 

事実と感想、意見などとの関係の叙述を基

に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を

把握することができるかどうかをみる 

回答率は高いが正答率が低い問題の例 
 

 

事実と感想、意見などとの関係の叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えつつ、書き手が文章で取り上げて

いる内容や考えの中心となる要旨を把握することに課題があります。 

また、目的に応じて、文章と図表などを結びつけるなどして、文章の中から、目的に応じて必要な情報を取捨選

択したり、整理したり、再構成したりすることに課題があります。 

 

分析結果 

 

○文章全体の構成を捉えて要旨を把握するために 

書き手の考えを自分の言葉で短くまとめるなどして、内容の中心を捉えることができるよう指導することが必

要になります。その指導の際に、文章の各部分だけを取り上げるのではなく、全体を通してどのように構成されて

いるのか叙述を基に正確に捉えることができるように指導することが大切です。 

○目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を整理できるようにするために 

文章中に用いられている図表などが文章のどの部分と結び付くのかを明らかにしたり、文章と図表などの関

係を捉えて読んだりすることで、内容についてより深く理解したり、解釈したりすることができるよう指導すること

が大切です。その際、図表からも必要な情報を見付けたり、見付けた情報を言葉に表したりする活動も大切で

す。 

指導改善のポイント 

設問三（１） 

趣旨 

目的に応じて、文章と図表などを結び付

けるなどして必要な情報を見付けること

ができるかどうかをみる。 
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16

Ａ　数と計算 8

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 2

Ｃ　変化と関係 3

Ｄ　データの活用 5

選択式 6

短答式 6

記述式 4

55.8 56.2

53.0 59.9

63.2

　全体

学習指導要領の領域

57.8 63.5 62.3

49.8

対象問題数
（問）

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立） 全国（公立）

62.6

分類 区分

59.3

問題形式 64.2 64.0

28.4

46.8 55.1 54.8

53 59 58.0

35.4 34.9

63.7 67.268.7

58.5

57.5

小学校 算数                   令和７年度全国学力・学習状況調査 

・各領域の中では、特に「図形」「測定」の正答率が全国より下回っています。 

・問題形式では、特に短答式、記述式の正答率が全国より下回っています。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１３問以上正答した児童数の割合が県、全国と比べて低いです。 

・正答数が半分以下（０～８問）の児童数の割合が県、全国と比べて高いです。 

 

分類・区分別平均正答率 
 

学習したことを、普

段の生活の中で活

用できている児童ほ

ど、正答率が高くな

っていることがわか

ります。 

 
座間市 

学習したことを普段の生活の中で活用できているか×正答率のクロス集計 
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貴教育委員会

神奈川県（公立）

全国（公立）

正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 
 

座間市平均正答数 8.5 問 
   

 

神奈川県平均正答数 9.4 問 
  全国平均正答数 9.3 問 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

設問 ２（４） 趣旨 

基本図形に分割することができる図形の面積の求め

方を、式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。 

全国の正答率を下回った問題の例 
 

 
・目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を記述することに課題が見られ
ました。 

・基本図形に分割することができる図形の面積の求め方は理解できているが、式や言葉を用いて記述でき

ていないことがわかりました。 

分析結果 
 

 

○様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて適切なグラフを選択してデータの特徴や傾向を捉え判断し、その判

断の理由を表現できるようにするために 

データの特徴や傾向を捉え判断し、その判断の理由について、グラフのどの部分やどの数値に着目したのかを

説明するなど、他者に分かりやすく表現できるようにすることが大切です。 

○多角形の面積の求め方について、基本図形の面積の求め方を基に考察できるようにするために 

  どのような図形に分割したのかを明らかにして、分割した図形の面積を求めるために必要な辺の長さなどを捉 

え、その図形の面積を求めることができるようにすることが大切です。 

指導改善のポイント 

設問１（２） 

趣旨 

目的に応じ

て適切なグ

ラフを選択

して出荷量

の増減を判

断し 、その

理由を言葉

や数を用い

て記述でき

るかどうか

をみる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 理科                   令和７年度全国学力・学習状況調査 
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貴教育委員会

神奈川県（公立）

全国（公立）

座間市 

座間市平均正答数 9.6問 
神奈川県平均正答数 9.7問 
全 国 平 均 正 答 数 9.7問 

 

選択式・短答式の問題

に比べて、記述式問題

（２問目・１１問目）の無

回答率が高くなっていま

す。 

 

 

・１６問以上正解している児童の割合が県・全国と比べて低い傾向にあります。 

・市の平均正答数は、県・全国と比べ大きな違いはありませんでした。 

 

・各区分・領域別にみると、「エネルギー」を柱とする領域の正答率が５０％を下回っています。 

・問題形式別にみると、選択式、短答式、記述式の中で、記述式の正答率が最も低くなっています。 

無回答率グラフ 
 

分類・区分別平均正答率 
 

正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 
 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 ３（４） 

趣旨 

レタスの種子の発芽の条件について、差異点や

共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現する

ことができるかどうかをみる。 

正答率が低かった問題の例 
 

 

・アルミニウム、鉄、銅のいずれかに「電気を通さず」と解答している割合が高いことから、電気を通す

物質と電気を通さない物質の弁別に課題があることがわかりました。 

・「日光」や「肥料」という条件に着目できていても、レタスの種子の発芽に関する問題として適切に書き表すこと

に課題があることが分かりました。無回答率も高かったです。（無回答率グラフの１１問目） 

分析結果 
 

 

○身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知識を身に付けるために 

第３学年「Ａ(4)磁石の性質」と「Ａ(5)電気の通り道」では、鉄、アルミニウム、ガラス、木など、同じ対象物を

用いて学習することが多いため、それぞれの内容で習得した知識を物ごとに整理し、まとめるなどして、物質の

性質について理解を深めていくことが大切です。 

○差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目し、問題を見いだすことができるようにするために 

観察、実験の結果を比較して、差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目した問題を見いだす場面を設

定することが大切です。また、見いだした問題を、適切に記述する力の育成もあわせて行っていく必要がありま

す。 

指導改善のポイント 

設問 ２（１） 

趣旨 

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石

に引き付けられる物があることの知識が身に付

いているかどうかをみる。 
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無回答率（国語）

座間市 神奈川県 全国

中学校 国語                   令和７年度全国学力・学習状況調査 

・各領域「読むこと」については、全国・県より平均正答率が上回っています。 

・問題形式では、特に記述式の平均正答率が低く、全国・県と比べると若干下回っています。 

・座間市の平均正答数は、県・全国と同じ７．６問です。 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 
 

無回答率グラフ 
 

座間市平均正答 7.6 問

7.68.4 問 

神奈川県平均正答数 7.6 問 
  全国平均正答数 7.6 問 

 

無回答率が最も高かったのが、問 13

で 38.6％でした。これは誤って書か

れている漢字を見つけて修正する問

いでした。次いで問 12 の 25.8％、

問 14 の 18.4％でした。この 2 問

は、根拠を明確にして、自分の考えを

具体的に書く問いでした。また、無回

答率が０％の問いの数が５問あり、

問いに対して粘り強く答えようとす

る意欲がみられました。 

座間市 

 

７ 

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2

(2) 情報の扱い方に関する事項 0

(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

Ａ　話すこと・聞くこと 4

Ｂ　書くこと 5

Ｃ　読むこと 3

選択式 8

短答式 2

記述式 4

49.0

25.3

64.8 63.9

71.8 73.6

64.7

70.2

25.424.4

51.2 52.3

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立）

54 55 54.3

48.1

53.0 53.9 53.2

全国（公立）

52.8

63.1 62.9 62.3

分類 区分
対象問題数

（問）

全体

問題形式

学習指導
要領の
内容

知識及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

49.0

座間市 

分類・区分別平均正答率 
 



問題２ 問四  

スピーチで考えを提案する場面で、

資料や機器を用いて相手に伝わる

ように 表現することができるか。              

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題が見られた問題 
 

 

・自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことに課題があります。また、資料や

機器を用いて、自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫することにも課題がみられました。 

・文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方をとらえることはできています。 

分析結果 
 

 

○自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くためには 

自分の考えが伝わる文章にするためには、意見とそれを支える根拠を明確にして書くことが重要で

す。まず、自分の考えが確かな事実や事柄に基づいたものであるかを確かめることが必要です。その

際に接続する語句や指示する語句を用いるなどして、伝えたい事柄とその根拠とを適切に結び付けた

り、事実や事柄を具体的に示したりして書くよう指導することが大切です。  

○資料や機器を用いた話し方の工夫を考えるために 

  話し方の工夫をする際には、目的や状況、相手に応じて、話し手の考えが正確に伝わり、聞き手の

理解をより深めるようにすることが重要です。伝えたい内容を適切に伝えるためには、どのような資

料や機器を、どのように用いればよいのかを考えることができるように指導することが大切です。 

指導改善のポイント 

課題が見られた問題 
 

８ 

問題１ 問四  

 案内文を書く場合において、漢字

を正しく使い自分の伝えたいことを

明確になるように書けるかどうか。        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 数学                   令和７年度全国学力・学習状況調査 

・各領域の中では、特に「データの活用」の正答率が全国より下回っています。 

・問題形式では、特に短答式の正答率が全国より下回っています。 

・15 問正答した生徒数の割合が県、全国と比べて低くなっていますが、全体的な正答数については、神奈川

県・全国とあまり相違が大きくありませんでした。 

・記述式の問題７,８,12,15 は、県・全国と同様に無回答率が高くなっています。 

また、質問紙調査では、「言葉や数、式を使って説明する問題」に対して、最後まで書こうと努力した生徒

の割合が、県や全国よりも下回っていることがわかります。 

９ 

神奈川県平均正答数 7.6 問 
  

 

全国平均正答数 7.2 問 
座間市平均正答数 7.3 問 
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(％)
無回答率（数学）

座間市 神奈川県

座間市 
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Ａ　数と式 5

Ｂ　図形 4

Ｃ　関数 3

Ｄ　データの活用 3

選択式 3

短答式 7

記述式 5

対象問題数
（問）

平均正答率(％)

座間市 神奈川県（公立） 全国（公立）

問題形式

全体 49 51 48.3

学習指導要領の
領域

44.0 47.1 43.5

48.3 50.2 46.5

48.9 50.5

分類 区分

48.2

56.1 58.1 58.6

49.6 53.5 52.0

41.6 42.8 39.6

57.5 54.057.9

無回答率等 
 

正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 
 

分類・区分別平均正答率 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・確率について、必ず起こる事柄の確率は１であることを理解していることがわかりました。 

・階級の相対度数と階級の度数を混同していることが考えられ、相対度数の意味の理解に課題がある

ことがわかりました。 

分析結果 
 

 

○相対度数の意味を理解できるようにするために 

  ある階級の度数の総度数に対する割合を求めて、データの特徴を読み取る活動を通して、相対度

数の必要性と意味を理解できるように指導することが大切です。また、大きさの異なる二つ以上の

集団のデータの傾向を比較する場面を設定し、目的に応じてデータの分布の傾向を的確にとらえ説

明できるように指導し、相対度数を用いることの必要性を理解できるようにすることも大切です。 

指導改善のポイント 

設問 ７ （１） 

趣旨 必ず起こる事柄の

確率について理解してい

るかどうかをみる。 

全国の正答率を上回った問題の例 

１０ 

全国の正答率を下回った問題の例 
 

設問 ５ 

趣旨 与えられた度数分布表につい

て、ある階級の相対度数を求められる

かどうかをみる。 



 

 

 

 

IRT（Item Response Theory，項目反応理論）とは、児童生徒の正答・誤答が、問題の特性によるの

か、児童生徒の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論です。国際

的な学力調査（PISA、TIMSS など）や英語資格・検定試験（TOEIC・TOEFL など）で採用されている

テスト理論であり、異なる問題から構成される試験・調査の結果を、同じものさし（尺度）で比較できま

す。 

 

 

 

「中学校理科」の結果を、各学校、教育委員会、都道府県ごとに IRT に基づいて算出し、全国平均を

500 を基準とした IRT スコアで表示しています。 

 

 

 

  

 

 

 

「中学校理科」の個人の結果は、５段階の IRT バンドで表示・返却し、全国平均が３で、５が最も高い

バンドとなります。各生徒に対して出題された問題の正誤状況に基づき総合的に推定されるもので、学習

評価で用いる評定とは異なります。 

【IRT バンド分布グラフ（横軸：IRT バンド 縦軸：割合）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【IRT バンド分布比較】 

 

 

 

 

 

 

 

座間市 ５０９ 

神奈川県 ５１０ 

全国 ５０３ 

中学校 理科（IRT）              令和７年度全国学力・学習状況調査 

平均 IRT スコア 
 

IRT とは 

IRT バンド 
 

本市の平均 IRT スコアは、神奈川県より１ポイン

ト下回りましたが、全国と比較すると６ポイント

上回っています。 

本市の IRT バンドの分布から、全国平均である

IRT バンド３に属する生徒の割合が高いことが

わかります。 

本市の生徒の約７０％が、IRT バンド３

以上に属しており、全国と同等であるこ

とがわかります。 
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【IRT バンド別類型割合グラフ】 

分析結果 

 

○生命を維持する呼吸の知識をいろいろな生物に活用できるようにするために 

  観察した生物の共通点と、生命を維持する呼吸の知識とを関連付けて、生命を維持する働きに関す

る知識を概念として身に付けることが大切です。  

   指導に当たっては、「呼吸を行う」、「光合成を行う」などの生物の共通点や相違点を挙げ、生命を維

持する働きに関する知識を基に、それらの特徴からいろいろな生物について考察する学習場面を設定

することが考えられます。 

指導改善のポイント 

課題が見られた問題 

設問１（４） 

水の中の生物を観察する場面において、呼

吸を行う生物について問うことで、生命を維

持する働きに関する知識が概念として身に付

いているかどうかをみる問題 

正答
反応率

％

1

生物１、生物２、生物３、生物１・ 生物２、

生物１・ 生物３、生物２・生物３、

生物１・生物２・生物３  と解答しているもの

55.5

2 生物４ 0.6

3 生物２・生物４ 2.7

◎ 4 生物１・生物２・生物３・生物４ 32.1

99 上記以外の解答 9

0 無回答 0

解　答　類　型

 

IRT バンド１～３に属する生徒の６割

以上が解答類型１を解答しています。こ

のことから、動く生物が呼吸を行い、動か

ない生物が光合成を行うと誤って捉えて

いると考えられます。 

 

IRT バンド４に属する生徒の約５割

が、解答類型１と解答しています。このこ

とから、IRT バンド４に属する生徒にお

いても、誤答の類型を解答している生徒

が相当数いることがわかります。 

 ポイント１ 

 ポイント２ 

ポイント１ 

ポイント２ 
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小・中学校【児童生徒質問紙から見た傾向】 

 

 

 

＜質問㉜「自分で考え、取り組むこと」（小学校）と教科の平均正答率（％）とのクロス集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問㉜「自分で考え、取り組むこと」（中学校）と教科の平均正答率(%)とのクロス集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★学びの充実・改善のために★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学び、協働的な学び 

質問㉜ （中学校）１,２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で 
    考え、自分から取り組んでいましたか。 

質問㉜ （小学校）5年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいましたか。 

 
 

学校では、校内研究や研修等を通して、児童生徒が主体となる学びに向けた授業改善に取

り組んでいきます。 

 

 

 

 

2つのクロス集計の結果から、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことは、児童生徒の

学力と相関関係にあることがわかります。児童生徒が課題解決に主体的に取り組み、自分の学びを見

直し、次の課題を見つけ取り組むことで、より深い理解につながると考えられます。 

 

■自ら課題を見つけ、情報を収集しながら解決策を考える活動に取り組みます。 

■児童生徒が自己選択、自己決定できるような場面を設けます。 

■自分の学びを振り返り、学習を調整することができるようにします。 

■課題解決のために、どのように学んだら良いのか、自分にあった学び方はなにかなど、

学ぶ方法も身につけられるようにします。 

  

保護者の皆様には、家庭でも子どもたちが自分でじっくり考え、自分で取り組むことができ

る機会をもつことの大切さをご理解いただき、子どものことをすぐに手伝うのではなく温かく

見守り、失敗したときには励まし、解決策を考え、次に挑戦していけるよう声かけしていただけ

ればと思います。 
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＜質問㉚-1「ＩＣＴを活用し自分のペースで学習」と教科の平均正答率(%)とのクロス集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問㉙-２「インターネットを使って情報収集」と教科の平均正答率(%)とのクロス集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★ここが大切★★ 

 

 

 

 

ICT機器の活用 

質問㉚-1 （小学校）5年生までの学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器
を活用することについて、次のことはあなたにどれくらい当てはまりますか。  

 自分のペースで理解しながら学習を進めることができる。 

質問㉙-2 （中学校）あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索

する、調べるなど）ことができると思いますか。 

自分のペースで理解しながら学習を進めることができる児童ほど、正答率が高いことがわかります。 

ＩＣＴ機器は、その助けになっていると考えられるため、適切に学習に活用していきます。 

ここで取り上げた項目以外のＩＣＴ活用についての質問でも、ＩＣＴ機器を利活用する自信がある児童

生徒ほど、各教科の正答率が高い傾向が見られます。ＩＣＴ機器の活用は、個別最適な学習機会の提

供や学習時間、場所の工夫により、児童生徒の学習意欲や学力の向上に貢献することや、児童生徒

が主体的に探求し、理解を深めることができると考えます。ＩＣＴ機器の効果的な利活用が、学びの一

層の充実につながっています。学校と家庭との連携も大切にして、適切な活用ができるようにしてい

きましょう。 

 

インターネットを使って情報を収集することができると回答している生徒は、正答率が高いことがわか

ります。インターネットを使って情報を収集することは、生徒の知的好奇心を高め、理解を深め、表現

力を向上させるなど、学力向上に貢献する可能性があります。目的意識を持ってＩＣＴ機器を活用

することが学力向上の鍵になると考えます。 

１４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問⑰平日学習時間と教科の平均正答率(%)とのクロス集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★ここが大切★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日放課後の学習時間が３０

分未満の児童は、正答率が

低い傾向にあり、学習時間が

1時間以上の児童は、市平均

（国語 63% 算数 53% 理

科 56%）を上回る正答率で

した。 

学習習慣 

質問⑰ 学校の授業時間以外に普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの
時間、勉強しますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わ

っている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 

家庭学習の時間の目安について、よく言われているのは「学年×１０分」「学年×１０分＋ 

１０分」などです。学習時間の長さだけでなく学習内容が大切であることは言うまでもありま

せんが、まずは、家庭学習を習慣化することが大切です。 

低学年から少しずつ学習時間を伸ばしていく方が無理なくできますが、今からでも遅くあ

りません。子どもと一緒に学習時間の計画を立て、毎日少しずつ学習に取り組めるようサポ

ートしてあげましょう。ゲームやスマートフォンの利用時間のルール作りや再確認も忘れずに

行ってください。 

また、本や新聞を読むことは、語彙力や読解力が高まるとともに幅広い知識が身につき、

他の教科の学習にも良い影響を与えていると考えられます。 

 

小学校では、平日放課後の

学習時間が１時間未満の割

合が約６０％であり、全国より

高くなっています。 

中学校では、学習習慣が身

についている生徒が増えてい

る一方で、全く学習していな

い生徒も一定数います。 

平日放課後の学習時間が３０

分未満の生徒は、正答率が

低い傾向にあり、学習時間が

1時間以上の生徒は、市平均

(国語 ５４%数学 49% 理

科５０９)を上回る正答率でし

た。 
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中学校 

小学校 



 

 

 

 

 

 

＜質問⑤「よいところがある」と教科の平均正答率(%)とのクロス集計（小学校）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問⑤「よいところがある」と教科の平均正答率(%)とのクロス集計（中学校）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★ここが大切★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校では、自己肯定感の高い児童は、学習にも前向きに取り組んでいることがうかが

えます。自己肯定感が学習意欲や成果に良い影響を与えることを考えると、より多くの児童

が自分のよいところを見つけ、肯定的に捉えられるようにすることが大切です。 

教師や保護者が児童の努力や成果を具体的に褒め、励ますことで、自己肯定感が育ま

れ、学習意欲も高まると考えられます。 

中学校では、自己肯定感が高い生徒が、必ずしも正答率が高いわけではないという結果

でした。中学生は「子ども」から「大人」へ、「家庭」から「社会」へと成長する不安定な時期

であり、自己を確立する過程において自己肯定感が下がることも考えられます。他者との比

較ではなく、過去の自分と比べて成長した点を認めたり、結果ではなく努力を褒めたり、ポ

ジティブな声かけをすることにより、自己肯定感も高くなり、より学習にも前向きに取り組むこ

とができるのではないでしょうか。 

日常の小さな成功体験を積み重ねていくことで、児童生徒一人ひとりが自分に自信を持

ち、学習にも積極的に取り組むことができると考えます。 

質問⑤ 自分には、よいところがあると思いますか 

自己肯定感 

小学校では、「自分

には、よいところが

あると思いますか」

という質問に対して

肯定的な回答をして

いる児童の方が正

答率が高いことが

わかります。 

中学校では、「自分に

は、よいところがあ

る」という自己肯定感

に関する質問と教科

の平均正答率に相関

関係は見られません

でした。 
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＜小学校：教科の平均正答率とのクロス集計＞  ＜中学校：教科の平均正答率とのクロス集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学校：教科の平均正答率とのクロス集計＞   

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校：教科の平均正答率とのクロス集計＞ 

 

 

 

 

 

 

★★ここが大切★★ 

 

 

 

 

 

 

「読書は好きですか。」の質問に

対して肯定的な回答をしている

児童生徒の方が、正答率が高い

ことがわかります。 

「一日当たりどのくらいの時間、

読書をしますか。」の質問に対し

て、小学校では読書時間が長い

児童の方が正答率が高いです

が、中学校では必ずしもそうで

はないことがわかります。 

中学生は、学習時間の増加に伴

い読書の時間が減少しているこ

ともあるでしょう。 

また、時間ではなく読書時間の

質や読む本の内容も影響するこ

とが推測されます。 

中学生より時間にゆとりのある小学生時代に、多くの本にふれ、読書に親しむことが大切で

あると考えられます。読書をする時間の長さよりも、「読書が好き」と回答した児童生徒の正答

率が高い結果から、小学生のうちに読書に親しみ、本を読む楽しさを身につけることが、学力の

向上につながると考えられます。 

学校では、学校図書館の本に児童生徒が親しめるよう、図書館司書を中心に、掲示の工夫

や魅力ある本の選定、読み聞かせなど、工夫して取り組んでまいります。 

家庭内でも、静かな環境でみんなで本を読む時間を設けたり、図書館に足を運ぶなど、本に

親しみ読書の楽しさを感じることができる工夫をしてみてください。 

 

読書習慣 

質問㉔ 読書は好きですか。 

１７ 

質問㉑ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどのくらいの
時間、読書をしますか。（電子書籍の読書も含む。教科書や参考書、漫画や雑

誌は除く。） 



 

 

 

 

～～～ご家庭で意識していただきたいこと～～～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自己肯定感向上に 

つながる声かけや見守り★ 
 

子どもの発達段階に合わせて、子

どものよさを認め、ほめる機会を

つくり、笑顔で声かけをしたり、温

かく見守ったりしていきましょう。 

自己肯定感は学習意欲だけでな

く、将来への希望や前向きな思考

や行動にもつながっていきます。 

★規則正しい生活習慣★ 
 

「早寝・早起き・朝ごはん」を心が

け、規則正しい生活習慣を身につ

けられるようにしましょう。 

生活習慣が整うと、学校での授業

にも集中して取り組むことができ

ます。 

★家庭学習の習慣★ 
 

質問紙の平日の学習時間に関す

る質問への回答で「まったくしな

い」と回答している児童・生徒が

約６．５％いました。本に親しむ時

間も含め、宿題以外のことにも少

しずつ取り組む習慣を身につけて

いきましょう。 

★ＩＣＴ機器の利用★ 

 

情報モラルも含め、スマートフォン

やゲーム利用に一定のルールを

作ることで、規範意識の向上にも

つながります。また、スマートフォ

ンやゲームから目を離し、家庭で

の会話の時間をつくることも大切

にしましょう。 
 

全国学力・学習状況調査の結果×豊かな心を育むひまわりプラン 

１８ 


